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「
割
十
鉢
い
ろ
は
」

「
盟
七
以
呂
波
」

｜
｜
｜
「
七
ツ
い
ろ
は
」

の
流
れ
｜
｜

関

場

武

中
田
さ
ん
と
は
、
今
は
も
う
店
を
閉
め
て
し
ま
っ
た
コ
一
田
通
り
の

F
コ
ー
ヒ
ー
店
に
何
回
か
御
一
緒
し
た
こ

と
が
あ
る
。
「
お
ご
れ
る
者
は
久
し
か
ら
ず
」
と
か
、
「
コ
ー
ヒ
ー
に
割
り
勘
で
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
か
、
愚
に
も

つ
か
ぬ
駄
酒
落
で
抵
抗
し
て
も
許
し
て
貰
え
ず
。
：
：
：
そ
れ
で
も
、
た
っ
た
一
度
だ
け
者
ら
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
、
話
が
シ

l
ボ
ル
ト
の
こ
と
に
及
ん
だ
。
「
何
で
君
が
シ

l
ボ
ル
ト
の
こ
と
な
ん
か
を
？

僕
も
今
、
密
か
に
シ

l
ボ
ル
ト
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
の
だ
が
」
と
、
中
田
さ
ん
独
特
の
や
や
せ
き
込
ん
だ
調

子
の
聞
い
に
、
「
イ
ヤ
、
実
は
、
シ

l
ボ
ル
ト
に
は

H新
増
字
林
玉
篇
巴
Z
N
O
O
N
－
巳
Z
の』
O
何
回
開

Z
H
（一

八
三
四
年
）
と
か
、

H和
漢
音
樺
書
言
字
考
者
〉
同
〉
Z
当
O
Z
ω
何
回
白

ω

－oc
E
L
N【同
O
H
（
一
八
三
五
年
）

と
い
っ
た
、
日
本
の
字
書
・
辞
典
を
改
編
し
て
石
版
で
刊
行
し
た
も
の
が
あ
る
ん
で
す
。
で
、
シ

l
ボ
ル
ト
が

使
っ
た
の
は
ど
の
版
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
な
ん
か
へ
も
行
か
な
く
て
は
な
ん
て
思
っ
て
る

ん
で
す
」
、
「
そ
れ
に
し
て
も
、
シ

l
ボ
ル
ト
の
書
言
字
考
、
手
に
入
ら
な
く
て
：
：
：
」
等
と
お
答
え
し
た
こ
と
を

思
い
出
す
。
今
回
の
こ
の
拙
稿
は
急
逮
の
代
役
。
シ

l
ボ
ル
ト
で
は
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
中
田
さ

ん
、
お
許
し
を
。



川
4
・1
lつ

「
昌
一
十
駄
い
ろ
は
」

（
一
八
六

一一
）
年
洋
書
調
所
刊
の
「
脚
濁
逸
単
語
篇
」
を
晴

矢
と
す
る
我
が
国
ド
イ
ツ
語
学
習
書
の
出
版
は
、
翌
三
年
開
成
所
翻
刻

文
久

の
「
濁
逸
文
典
」
、
明
治
三

（
一
八
七

O
）
年
大
学
南
校
版
の

三
部
の
教

科
書
等
を
経
て
、

明
治
四
、

五
年
頃
、
最
初
の
ピ
l
ク
を
迎
え
る
。
例

え
ば
、

「
猫
逸
皐
入
門
（

U
S
号
E
R
Z
〉

Z
S
E与
色
。
『
任
。

。『
ω
庁
内
川
口
戸
ゅ
の
己
。
ロ
mw
コ
『
己
『
門
出
。

同一コ

ι
2・
君。一の
F
O

ι

－o ι
m
w
C円

ωの｝
M
O
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ω日）円仰の
F
O
N
C

一2
5ロ
宮
性
ロ
ロ

2
・
）
」
、
「
註
解
濁
逸
単
語
篇
」
、
「
濁
逸
単

語
篇
和
解
」
、
「
濁
逸
文
典
字
類
」
と
い
っ
た
初
等
入
門
書
が
、
明
治
四

年
に
次
々
と
出
さ
れ
、
辞
書
の
世
界
で
も
「
稗
袖
珍
字
書
（
U
2
Z
のマ

〕
岳
山
口

2
2
S
2
2
ω
与
3
5
2
2
σ
5
7）
」
、
「
智
子
語
諜
嚢
」
、
「
和
語

の
三
書
が
明
治
五
年
に
、
「
濁
和
字
典
」
が
同
六
年
に
と

濁
逸
駒
断
典
」

い
っ
た
具
合
に
、
腫
を
接
し
刊
行
さ
れ
て
い
く
。
次
に
取
り
上
げ
る

「
型
一
十
鉢
い
ろ
は
」
は
、
そ
の
明
治
四
（
一
八
七
一
〉
年
に
出
た
初
等

ド
イ

ツ
語
入
門
書
の

一
つ
で
あ
る
。
ま
ず
そ
の
書
型
を
記
す
。

中
本

左
袋
綴

一
、
横

一
二
・
二
糎
。
即
ち

一
冊
。
竪

一
八



こ
の
期
の
語
学
入
門
書
に
多
く
見
ら
れ
る
判
型
で
あ
る
。
表
紙

黒
布
目
地
紙
。

上
寄
り
に
貼
付
。
「
昌
一
十
鉢
い
ろ
は

子
持
ち
枠
付
黄
紙
を
、
中
央
の
欄
が
大
き
く
な
る
よ
う
に
縦
に
三
ツ
割
に
し
、
右
に
「
大
樫
逸
人
著
」
、
左
に
「
東
京
書
庫

中
外
堂
譲
先
」
、
中
央
に
「
む
即
時
一
十
鉢
い
ろ
は
」
と
大
き
く
出
す
。

白
口
。
上
魚
尾
黒
。
下
方
に
二
重
の
界
線
を
置
き
、
そ
の
上
に
丁
付
を
記
す
。
但
し
、
巻
頭
の
題
辞
二
葉
分
に
は
丁
付
ナ
シ
。

子
持
ち
枠
付
短
冊
形
白
紙
。
表
紙
中
央
、

完
」
。
堅
一
三
・
一
五
、
横
二
・
九
糎
。

題
簸

前
見
返
し

柱
刻

丁
付

一
1
十
八
。

丁
数

二
十
丁
半
。
前
見
返
し
＋
題
辞
二
＋
本
文
十
八
丁
。
匡
郭

四
周
単
辺
。
行
段

不
等
。
十
鉢
い
ろ
は
の

部
分
は
四
行
十
段
。
竪
一
四
・
九
五
、
横
九
・
五
五
糎
。

H
Hリ
1
4

T

十一一一副

ナ
シ
。
但
し
巻
頭
題
辞
の
末
に
「
辛
未
晩
春
」
と
あ
る
か
ら
、

明
治
四
年
三
月
か
そ
れ
以
降
の
刊
行
で
あ
ろ
う
。

- 3 -

以
下
、
順
を
追
っ
て
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。
ま
ず

一オ

1
二
オ
に
か
け
て
題
辞
（
濁
逸
／
字
様
／
辛
未
晩
春
／
〈
印
二
箇
〉
）
が
あ

り

一
一
ウ
は
匡
郭
の
み
。

つ
い
で

ニオ

1
」
ハ
オ
に
か
け
て

「
濁
逸
刊
行
大
字
」
（
所
謂
H

者
文
字
H

）
、
「
同
草
鉢
」
「
同
小
字
」
「
同
草
鉢
」
、

「
羅
旬
首
字
」
（

1
ロ
ー
マ
字
体
大
文
字
）
、
「
羅
旬
文
字
」
（
同
小
文
字
）
、
「
濁
乙
助
韻
」
（
即
ち
巴

E
2
C
が
片
仮
名
の
訓
を
伴
っ
て
各
半

丁
分
宛
続
き
、
六
ウ
に
大
き
く
「
濁
逸
字
／
十
鉢
以
呂
波
」
と
出
し
、

七
オ
か
ら
本
文
に
入
る
。
本
文
は
界
線
で
上
か
ら
「
濁
逸
字
」
、
「
羅

旬
字
」
、
「
仮
名
」
、
「
真
名
」

の
四
段
に
大
別
し
、

そ
の
中
を
更
に
小
分
け
し
て
、
洋
字
に
つ
い
て
は
各
々
活
字
体
大
文
字
・
小
文
字
そ
れ
に

小
文
字
筆
記
体
の
三
体
を
示
し
、
「
俄
名
」
は
片
仮
名
、
平
仮
名
の
二
種
、
「
真
名
」
は
二
種
を
掲
出
す
る
。
各
々
濁
音
、
半
濁
音
を
含
み
、

イ
か
ら
始
ま
っ
て
一
六
オ
二
行
目
の
ン
で
終
る
。
次
に
、
同
丁
本
文
末
右
半
分
に
「
子
母
五
十
韻
字
」
と
題
を
立
て
、

ウ
に
母
韻
、
子
韻
を

例
示
し
、
十
七
オ
か
ら
十
九
オ
ま
で
、
三
行
五
段
に
分
け
て
濁
音
・
半
濁
音
を
含
む
五
十
音
図
を
小
文
字
筆
写
体
、
片
仮
名
訓
付
き
で
示
す
。

十
九
ウ
か
ら
終
了
ウ
が
「
の
E
E
N与一

g
基
数
」
で

一
1
十
三
、
等
（
エ
ト

ツ
ェ
ト
ラ
ア

2

。2
2
m）、

二
十
、

＝一十

1
千
、
高
、
零



ド
イ
ツ
語
（
筆
写
体
、
片
仮
名
振
り
仮
名
付
き
）
、
漢
数
字
の
順
に
示
す
。
以
上
、
要
す
る
に
、

本
書
は
、
次
に
あ
げ
る
同
じ
明
治
四
年
晩
春
刊
の
「
盟
七
以
目
波
」
と
非
常
に
よ
く
似
た
内
容
・
体
裁
の
も
の
で
、
そ
の
先
後
は
濯
に
決
定

ま
で
を

ロ
ー
マ
数
字
、

ア
ラ
ビ
ア
数
字
、

し
難
い
。

し
た
り
、

L
P
・
O
・
d
を
ア
ェ
l
、

な
お
、
本
書
の
綴
り
や
付
訓
に
は
、
暖
昧
か
つ
不
正
確
な
個
所
が
若
干
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
内
、
N

を
チ
ェ
l
、
チ
ェ
ッ
ト
と
発
音

初
、
却
、
初
を
ド
ウ
イ
チ
ッ
ク
、
フ
ュ
l
ル
チ
ッ
ク
、
シ
l
ベ
ン
チ

ヲ
ェ
！
、

ウ
ェ
！
と
表
記
し
た
り
、

ツ
ク
と
す
る
類
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
期
の
、
こ
の
手
の
通
俗
語
学
学
習
書
に
共
通
の
こ
と
で
、
書
き
手
や
彫
り
手
、

そ
れ
に
編
著
者
ま

で
も
、
洋
語
に
不
案
内
な
こ
と
か
ら
来
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

「
概
七
以
白
波
」

- 4 -

ま
ず
書
型
を
示
す
。

中
本

左
袋
綴
一
冊
。
表
紙

燈
色
布
目
地
紙
に
紗
綾
形
模
様
空
押
し
。

扉

表
紙
中
央
上
寄
り
。
子
持
ち
枠
付
短
冊
形
淡
黄
紙
。
「
濁
逸
七
以
呂
波

匡
郭
内
中
央
に
「
概
七
以
呂
波
」
と
書
名
を
大
き
く
出
し
、
右
上
に

す
。
ウ
に
は
「
明
治
四
／
年
辛
未
／
晩
春
刻
」
の
大
形
朱
印
記
を
刻
す
。

全」。

題
筆

「
森
田
靖
之
著
」
、
左
に

「
東
京

文
苑
閣
譲
先
」

と
記

柱
刻

白
口
。
界
線
を
置
い
て
下
方
に
丁
付
の
み
。

丁
付

一
扉
に
は
ナ
シ
。

十

丁
数

二
十
三
丁
（
扉
一
＋
序
二
＋
本
文
二
十
丁
）
。

刊
記

終
了
ウ
本
文
末
右
側
に
右
か
ら
「
日
本
橋
通
十
軒
店
／
鈴
木
喜
右
衛
門
／
明
治
四
年
辛
未
晩
春
／
丹
波

森
田
靖
之
著
」
と
あ
り
。



匡
郭
四
周
単
辺
。
行
段
本
文
部
分
は
四
行
七
段
。
巻
頭
の
序
文
は
次
の
通
り
。

よ

ゑ

い

が

く

ま

た

ふ

つ

が

く

い

ふ

み

こ

ど

も

う

い

ま

な

び

ち

か

み

ち

ま

た

ど

い

つ

世
に
英
学
又
は
悌
学
七
ツ
以
口
口
波
な
と
謂
ふ
書
ど
も
あ
り
て
、
児
輩
の
初
学
の
捷
径
と
な
れ
り
、
予
も
又
、
彼
二
書
に
な
ら
ひ
て
濁
逸
の

も

じ

あ

み

ひ

と

す

i
A

め

も

だ

ま

ん

ぜ

ん

う

け

が

さ

ら

じ

い

ん

さ

ん

か

う

ご

け

つ

ほ

せ

い

い

た

文
字
を
編
て
よ
と
、
人
の
勘
の
黙
止
し
難
け
れ
ば
、
漫
然
と
し
て
領
ひ
っ
、
更
に
字
音
を
参
考
し
誤
闘
を
補
正
す
る
に
至
り
て
は
、

と

ふ

ざ

い

て

つ

こ

と

み

な

あ

わ

ぬ

お

ほ

そ

の

う

へ

ま

た

た

ん

さ

い

ろ

ど

ん

き

も

た

け

つ

げ

ご

と

ぐ

が

ん

東
西
轍
を
一
に
せ
ざ
れ
は
、
園
器
方
底
な
る
も
多
か
り
、
加
之
、
予
は
又
短
才
魯
鈍
な
れ
は
、
木
を
以
て
竹
に
継
る
か
如
く
、
具
眼
の

そ

し

り

い

か

き

り

や

む

こ

と

お

も

ひ

か

さ

ね

ふ

か

う

お

わ

の

ち

ど

い

つ

な

づ

も

誘
を
甚
慶
に
せ
ん
、
余
と
て
己
ベ
き
事
な
ら
ね
ば
、
憶
を
重
ね
筆
を
祇
り
つ
、
稿
終
る
の
後
、
濁
逸
七
ツ
以
邑
波
と
名
け
て
、
以
て

ふ

み

や

あ

た

さ

ば

れ

っ

た

な

ち

び

ふ

で

あ

ら

ゑ

ら

み

お

ほ

そ

い

ま

さ

ら

ひ

と

な

み

が

ほ

を

こ

た

れ

わ

ら

わ

書
買
に
輿
ふ
る
に
な
ん
、
遮
莫
、
拙
き
禿
筆
に
は
杜
撰
の
み
多
か
る
を
、
其
を
今
更
に
人
並
顔
な
る
、
烏
論
と
や
誰
か
咲
わ
さ
る
べ
き
、

ょ

う

ら

宇

ま

ひ

と

ま

ね

ゑ

せ

わ

ざ

世
に
羨
し
か
ら
ざ
る
は
、
人
真
似
す
る
偽
所
為
な
り
け
り

不
等
。

明
治
辛
未
の
春
月

丹
波

森
田
靖
之
し
る
す

右
の
書
型
と
序
文
か
ら
判
る
よ
う
に
、
本
書
は
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
の
「
英
学
七
ツ
い
ろ
は
」
、
明
治
三
（
一
八
七

O
）
年
の
「
俳
事

七
ツ
い
ろ
は
」
の
跡
を
追
う
も
の
で
、
ま
た
「
型
一
十
肱
い
ろ
は
」
に
よ
く
似
る
。
内
容
は
、
は
じ
め
に
活
字
体
の
嘗
文
字
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

を
大
文
字
と
小
文
字
に
分
け
て
示
し
、
次
に
筆
記
体
を
同
様
に
出
す
。
次
い
で
六
オ

1
七
ウ
に
か
け
て
、
「
敷
字
。
E
E
N
m
F
Zロ
グ
ル
ン
ト

- 5 -

ツ
ァ

i
レ
ン
」
を
一

1
百
万
ま
で
、
洋
数
字
、
振
り
仮
名
付
き
ド
イ
ツ
語
活
字
体
、
漢
数
字
、
筆
記
体
の
順
に
四
通
り
示
す
。
そ
し
て
八
オ

に
は
、
「
ヲ
コ
タ
ラ
ズ

ユ
カ
パ
チ
サ
ト
ノ

ハ
一
ア
モ
ミ
ン

ウ
シ
ノ
ア
ユ
ミ
ノ

ヨ
シ

ヲ
ソ
ク
ト
モ
」
の
道
歌
を
、
片
仮
名
お
よ
び
者
文

八
ウ
に
大
き
く
「
繍
以
巴
波
」
と
出
し
て
、
九
オ
以
下
の
本
文
に
入
る
。
掲
出
順
は
上
か
ら
活
字

体
大
文
字
、
同
小
文
字
、
同
小
文
字
筆
写
体
、
片
仮
名
、
平
仮
名
、
真
仮
名
二
種
の
計
七
通
り
で
、
真
仮
名
二
種
の
う
ち
、
後
出
の
も
の
が

草
書
体
で
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
英
学
、
俳
皐
七
ツ
い
ろ
は
や
「
軒
十
肱
い
ろ
は
」
と
違
う
点
で
あ
る
。
ま
た
真
仮
名
の
字
母
も
上
記

三
書
と
異
な
っ
て
い
る
個
所
が
あ
る
。
な
お
、
一
八
オ

1
二
O
オ
は
、
正
音
、
助
音
、
重
音
、
子
音
、
連
合
子
音
を
あ
げ
、
次
い
で
二

O
ウ

に
「
肝
五
十
韻
」
と
大
き
く
題
を
出
し
て
、
以
下

K
F
1
Rま
で
を
一
不
す
。
因
に
わ
w
N

は
ツ
ェ

i
、
ツ
ェ
ッ
ト
、

d
は
ユ

i
、
初
、
初
、
刊
は

字
筆
写
体
で
記
し
て
、
勉
学
を
鼓
舞
し
、
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ツ七豊
住
者
は
森
田
慎
粛
、
値
段
は
十
二
銭
五
〔
厘
〕
。

英
捷

で
い
る
。

な
お

明
治
七
年
四
月
刊
の
「
新
刻
書
目
便
覧
」
に
よ
れ
ば
、
著

「題
七
ツ
以
呂
波
」
「
鶴
七
ツ
以
呂
波
」

さ
て
、
前
に
も
ふ
れ
た
様
に
、
「
創
刊
十
鉢
い
ろ
は
」
、
「
醐
髄
七
以

白
波
」
は
、
共
に
「
一
緯
七
ツ
以
呂
波
」
、
「
鶴
七
ツ
以
呂
波
」
を
模

し
生
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
英
学
七
ツ
い
ろ
は
」
で
あ
る
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が
、
こ
れ
は

中
本

左
袋
綴
一
冊
。
表
紙

紗
綾
形
模
様
空
押
し
黄
色
布
目
地
紙
。

緑
青
色
地
紙
に
渋
引
き
の
も
の
も
あ
り
。

題
筆

表
紙
中
央
、
上
寄
り
。
子
持
ち
枠
付
短
冊
形
白
紙
。
「
英
学
七

ツ
い
ろ
は

全
」
。
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
本
の
題
簸
は
桃
紅
色
紙
。

書
名
向
。匡

郭
内
を
縦
に
三
つ
に
区
切
り
、
中
央
に
「
制
御
七
ツ
以
白
波
」

と
大
き
く
出
し
、
右
上
に
「
碧
海
阿
部
為
任
著
」
、
左
下
に
「
巴
穿
園

扉



戚
梓
」
と
記
す
。

ウ
は
、
中
央
に
大
き
く
「
慶
臆
三
季
／
九
月
本
宅
／
鎮
板
印
造
」
の
築
刻
印
形
を
刻
す
。

柱
刻

白
口
。
上
魚
尾
黒
。
下
方
に
界
線
を
置
い
て
「
賂
翁
書
軒
」
と
出
し
、
界
線
の
上
方
に
丁
付
。

丁
付

一
1
十
六
。
扉
お
よ
び

序
に
は
無
し
。
丁
数

十
八
丁
（
扉
一
＋
序
一
＋
本
文
十
五
丁
半
＋
奥
付
半
丁
）
。
匡
郭

四
周
単
辺
。
行
段

不
等
。
七
ツ
以
呂
波
の

部
分
は
四
行
七
段
。

刊
記

終
了
ウ
匡
郭
内
を
界
線
で
縦
に
二
等
分
し
、
左
に
「
慶
脹
三
年
丁
卯
仲
秋
新
鋳
／
碧
海

阿
部
友
之
進
著
」
、
右
に
「
東
京
書
林

日
本
橋
通
十
軒
店
／
播
磨
屋
喜
右
衛
門
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
後
見
返
し
匡
郭
内
の
上
方
に
「
東
京
／
書
林
」
と
出
し
、
右
か
ら
、
「
東

京
日
本
橋
南
一
丁
目

須
原
屋
茂
兵
衛
／
同
所
二
丁
目

山
城
屋
佐
兵
衛
／
同
所

須
原
屋
新
兵
衛
／
同
所
四
町
目

須
原
屋
佐
助
／

同
芝
神
明
前

和
泉
屋
吉
兵
衛
／
同
所

岡
田
屋
嘉
七
／
同
所

和
泉
屋
市
兵
衛
／
同
浅
草
芽
町
二
丁
目

須
原
屋
伊
八
／
同
横
山
町

一
丁
目

出
雲
寺
万
次
郎
／
同
町
三
丁
目

和
泉
屋
金
右
衛
門
／
同
十
軒
店

椀
屋
喜
兵
衛
／
同
神
田
橋
御
門
外

伊
勢
屋
安
兵
衛
／
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同
十
軒
店

鈴
木
喜
右
衛
門
／
同
南
停
馬
町
一
丁
目

「
護
／
免
」
と
記
す
。
（
な
お
、
「
対
一
詳
日
本
英
学
資
料
解
題
」
（
一
九
六
二
・
一
二
）
に
も
報
告
が
あ
る
が
、
右
の
発
免
元
の
部
分
を

長
岡
屋
新
助
」
と
十
四
名
の
書
障
を
列
記
し
、
最
後
の
鈴
木
と
長
岡
屋
の
下
に

削
っ
た
後
印
本
も
存
す
る
）
。

と
い
う
書
型
を
有
し
、

こ

し

ん

じ

這
の
い
ろ
は
。
並
に
糖
字
。

じ
ぶ
ん
の
こ
i
A

ろ

臆
断
私
意
を
。
以
て
す
る
も
の
に
あ
ら
す
。

こ

ど

も

け

い

こ

ち

か

み

ち

児
輩
初
学
の
捷
径
な
ら
ん
か
と
い
ふ
。

五
十
韻ん
字じ
等
は

然英
り人
と著
難ド述
もとの

日
本
文
法
書
。
又
日
本
欝
書
よ
り
。

か

う

ら

ん

き

ょ

う

た

大
方
君
子
の
高
覧
に
供
す
る
に
足
ら
す
。
抄
出
たし
斗 Tこ
僻かる
村ご者
遠2に
郷かし
にで
あ
る敢更
。て

慶
臆
丁
卯
の
秋
月
。

碧
海

阿
部
為
任
誌

（
印
二
箇
）

と
い
う
序
文
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、

ま
ず
活
字
体
、
筆
記
体
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
、
各
々
大
文
字
と
小
文
字
に
分
け
て
片
仮
名
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発
音
付
き
で
半
丁
宛
示
し
、

斗吐旬

、、h
y
u

、、ヤ
U
F

五
オ
は
0
『

E
B
Z
Z
（
付
テ

数
一一
）」

「II七ツ以呂波」
と
題
し
、

I
f－－
J
X
ま
で
の
数
を
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
、

ロ
ー
マ
数
字
、
英

語
（
筆
記
体
小
文
字
、
片
仮
名
付
訓
）
、
漢
数
字
で
記
し
、
末
に
百

千
、
零
を
示
す
。
中
に
は
四
・
フ
ォ
ー
ル

八
・
エ

l
ト

百
・
ホ

ン

ド
ル
ド
の
如
き
訓
や

Z
Eゆ
え
の
如
き
誤
刻
を
含
む
。
そ
し
て
、
五
ウ

右
方
に

「
英
字
以
呂
波
／
披
山
と
人
巻
記

（
印
「
百
里
／
氏
」
）
」
と
大

き
く
出
し
、
六
オ
（
〉
一
五
オ
一
行
目
ま
で
の
本
文
に
入
る
。
本
文
は

活
字
体
大
文
字
、

小
文
字
、
筆
記
体
小
文
字
、
片
仮
名
、
平
仮
名
、
真
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仮
名
（
二
種
）
の
順
に
左
か
ら
四
行
七
段
に
掲
出
し
、
濁
音
、
半
濁
音

を
含
む
。
但
し
パ
以
下
の
半
濁
音
に
は
真
仮
名
の
掲
出
が
無
く
、
空
欄

に
な

っ
て
い
る
。

一
五
オ
右
方
に
は

「
子
母
五
十
韻
字
／
静
春
主
人

（
印
〉
」
と
大
き
く
出
し
て
、
ウ
に
母
韻
と
子
韻
を
例
示
し

一
六
オ
｛
〉

終
丁
ま
で
筆
記
体
小
文
字
、
片
仮
名
付
き
の
五
十
音
図
を
示
す
。
七
ツ

以
口
口
波
本
文
の
綴
り
と
比
べ
る
と
、
チ
ハ
リ
呂
l
豆、

シ

ω
Z
H11己
、
ウ

0
0
1
F
さ
c
が
異
な
る
。
な
お
、
ッ
、
ヅ
は

Z
F
ι
2
、ヂ
は
仏
巴
ラ

行
の
子
音
は
す
べ
て
切
を
採
用
し
て
い
る
。

さ
て
、
本
書
は、

か
な
り
刷
り
を
重
ね
た
も
の
と
見
え
、
版
面
の
磨
滅



が
目
立
つ
伝
本
も
多
い
。
盛
ん
に
行
わ
れ
た
様
は
、
明
治
四
（
一
八
七
一
〉
年
八
月
に

サ

キ

プ

ラ

起
先
に
英
学
七
つ
い
ろ
は
と
い
へ
る
書
世
に
出
て
よ
り
、
英
撃
に
志
す
の
童
蒙
、
其
益
を
得
る
夏
少
か
ら
す
と
難
も
、
今
英
園
撫
良
翁

り

ワ

ゾ

カ

チ

ガ

ヒ

ア

ラ

タ

メ

子
の
著
せ
し
書
に
よ
れ
は
、
文
字
の
綴
績
に
於
て
縫
僅
の
差
異
あ
り
、
故
に
之
を
更
改
増
訂
し
て
、
以
て
世
に
公
に
す
、
是
か
非
か
猶

明
治
四
辛
未
歳
壮
月
松
園

と
そ
の
増
訂
版
た
る
こ
と
を
謡
っ
た
「
樟
九
腫
伊
呂
町
山
が
出
た
り
、
ま
た
明
治
十
八

翻
刻
版
が
出
た
こ
と
等
か
ら
も
十
分
窺
え
よ
う
。
次
に
あ
げ
る
「
僻
事
七
ツ
い
ろ
は
」
も
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
出
現
し
た
も
の
の
一
つ
で

後
の
君
子
の
校
正
を
ま
つ

橋
爪
貫
誌

（
一
八
八
五
〉
年
四
月
に
な
っ
て
も
そ
の

あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
、
体
裁
・
内
容
共
に

「
英
学
七
ツ
い
ろ
は
」
の
跡
を
追
っ
た
も
の
で
、
英
語
の
部
分
を
仏
蘭
西
語
に
置
き
換
え
れ

ば
、
そ
の
ま
ま
本
書
と
な
る
と
い
っ
た
態
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
書
型
、
内
容
を
紹
介
す
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

中
本

左
袋
綴
一
冊
。
表
紙

黄
色
地
布
目
地
紙
。
題
簸
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表
紙
中
央
上
寄
り
に
貼
付
。
子
持
ち
枠
付
桃
色
短
冊
形
紙
。
「
俳
皐
七
ッ
い

中
央
が
大
き
く
な
る
よ
う
に
し
て
界
線
で
匡
郭
内
を
縦
に
三
ツ
割
り
に
し
、
真
中
に
「
鶴
七
ッ
以
目
波
」
と
大

き
く
出
し
、
右
上
方
に
「
橋
爪
貫
一
著
」
と
著
者
名
を
記
す
。
左
の
欄
は
空
白
の
ま
ま
で
あ
る
。
ウ
は
英
学
の
そ
れ
を
模
し
て
、
「
明
治

ろ
tま

全
」
。
一
扉

三
年
／
庚
午
春
月
／
官
許
上
木
」
の
印
形
を
刻
す
。
柱
刻

白
口
。
上
魚
尾
黒
。
下
方
に
丁
付
の
み
あ
り
。

丁
付

一
’
’
＼
’
’
十
六
（
扉
、

序
に
は
ナ
シ
）
。

丁
数

十
八
丁
（
扉
一
＋
序
一
十
本
文
二
ハ
＋
奥
付
）
。
匡
郭

四
周
単
辺
、
行
段

不
等
。
七
ツ
以
白
波
の
部
分
は

四
行
七
段
。

刊
記

終
丁
ウ
匡
郭
内
を
界
線
で
縦
に
二
ツ
割
り
に
し
、
右
方
に
「
明
治
三
庚
午
歳
三
月
／
官
許
」
、
左
に
「
日
本
橋
通
十
軒
店
／
東
京
書

林

播
磨
屋
喜
右
衛
門
」
と
出
す
。
即
ち
英
学
の
そ
れ
と
同
じ
版
元
で
あ
る
。
な
お
、
後
見
返
し
に
、
「
挿
諜
英
文
典
自
初
篇
至
三
篇
設

免

全
三
冊
／
同

自
四
編
至
七
編

近
刻

全
四
冊
／
挿
諜
俳
文
典
初
篇
護
行

全
一
冊
／
同

自
二
篇
至
ご
一
篇

近
刻

全
二
冊
／



英
曲
学
七
ツ
い
ろ
は

全
一
冊
／
併
皐
七
ツ
伊
呂
波

全
一
冊
」

の
六
点
の
広
告
あ
り

序
文
は

「
英
学
七
ツ
い
ろ
は
」

の
そ
れ
を
一
部
手
直
し
た
形
で
、
次
の
様
に
あ
る
。

這
の
い
ろ
は
並
に
楢
字
五
十
韻
字
等
は
、
俳
人
著
述
の
日
本
文
法
書
又
日
本
僻
書
よ
り
抄
出
し
た
る
者
に
し
て
、
敢
て
臆
断
私
意
を
以

て
す
る
も
の
に
あ
ら
す
、
然
れ
は
、
大
方
君
子
の
高
覧
に
供
す
る
に
足
ら
す
、

た
斗
僻
邑
遠
郷
の
児
輩
を
し
て
、
初
撃
の
捷
径
な
ら
ん

事
を
希
に
な
ん

東
京

桂
洲
騰
園
（
印
）
」

内
容
は
、

ま
ず
活
字
体
、
筆
記
体
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
、
大
文
字
・
小
文
字
に
分
け
て
片
仮
名
の
訓
付
き
で
各
半
丁
宛
計
二
丁
分
に
示

し
、
次
に
数
字
を
英
撃
の
そ
れ
の
如
く
掲
げ
る
。
因
に
訓
は
一
・
ヲ
ン
、

三
・
ト
ロ
ア
l
、
七
・
セ
フ
ト
、
十
・
ヂ
ス
の
如
く
で
あ
る
。
次

い
で
五
ウ
に
「
併
字
以
白
波
／
風
顛
月
療
生
（
印
）
」
と
大
き
く
出
し
て
、
六
オ

1
一
五
オ
一
行
目
ま
で
の
本
文
に
入
る
。
四
行
七
段
の
掲
出

一
店
が
無
か
っ
た
が
、
本
書
で
は
全
て
入
れ
て
あ
る
こ
と
、
ラ
行
は
却
で
は
な
く
F
を
使
用
し
て
い
る
点
等
が

「
英
学
七
ツ
い
ろ
は
」
と
違
う
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順
は
英
皐
の
そ
れ
と
同
じ
で

二
種
の
真
仮
名
の
字
母
も
同
じ
で
あ
る
。
但
し

「
英
字
以
呂
波
」

で
は

パ
以
下
の
半
濁
音
に
真
仮
名
の
掲

点
で
あ
る
。
な
お
、

一
五
オ
右
方
に
「
子
母
五
十
劫
字
／
桃
源
釣
徒
（
印
〉
」
と
出
し
て
、
ウ
に
母
韻
、
子
韻
、

一
六
オ

1
終
了
オ
ま
で
筆
記

ハ
戸
汀
は
司
〉
w

明，

Z
H・
司

zoc－
Z
門

司

Z
0・
チ
、

そ
の
綴
り
は
七
ツ
以
口
口
波
の
部
分
と
完
全
に
対
応
し
て
い
る
。

ハ
3
）

ヂ
は
各
々
寸
Z
F
E
と
表
記
し
て
い
る
。

体
小
文
字
、
片
仮
名
付
き
の
五
十
音
図
を
出
す
の
も
英
字
と
同
じ
で
あ
る
が
、

訓
排
」
（
安
政
二
〈
一
八
五
五
〉
年
）
、

邦
人
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
語
学
習
の
成
果
は
、
茂
亭
村
上
英
俊
の
「
二
一
語
便
覧
」
（
嘉
永
七
〈
一
八
五
四
〉
年
序
刊
）
に
始
ま
り
、
「
韓
併
英

「
俳
語
明
要
」
（
元
治
元
〈
一
八
六
四
〉
年
）
等
の
一
連
の
著
作
や
、
桂
川
甫
策
の
「
法
蘭
西
文
典
字

類
」
（
慶
応
三
〈
一
八
六
七
〉
年
）
、

「
英
併
単
語
便
覧
」
（
明
治
一
克
〈
一
八
六
八
〉
年
）
そ
の
他
が
次
々
と
上
梓
さ
れ
る
等
、

明
治
三
年
の
時

点
で
は
濁
逸
語
の
そ
れ
よ
り
相
当
進
ん
だ
状
況
に
あ
っ
た
。
が
、
本
書
が
英
字
の
そ
れ
を
模
倣
し
て
い
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
英



語
に
は
や
や
及
ば
ず
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
因
に
、

ド
イ
ツ
語
だ
け
で
な
く
英
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
と
も
、
初
等
入
門
書
、
学
習
書
類

の
刊
行
は
、
明
治
四

1
六
年
に
か
け
て
最
高
潮
と
な
る
。

な
お
、
「
樟
七
ツ
以
白
波
」
の
著
者
碧
海
、
友
之
進
阿
部
為
任
は
、
同
じ
月
に
父
様
斎
阿
部
喜
任
の

し
、
ま
た
、
明
治
十
八
年
十
月
に
豊
和
堂
か
ら
「
英
和
じ
ざ
い
」
、
「
英
和
筆
の
は
じ
め
」
、
「
時
五
樫
名
頭
」
を
出
し
、
同
十
一
月
に
大
賓
堂

ハ
4
）

か
ら
「
眼
幼
画
解
」
を
出
し
て
い
る
が
、
安
倍
為
任
な
る
人
物
と
同
一
人
と
す
る
と
、
明
治
九

1
十
一
（
一
八
七
六

1
七
八
）
年
に
か
け

て
、
「
日
本
外
史
字
引
大
全
」
、
「
新
選
物
品
識
名
」
と
い
っ
た
字
引
類
や
、
「
開
化
用
文
」
等
の
往
来
物
を
十
五
、
六
点
程
出
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
「
鶴
七
ツ
以
呂
波
」
や
、
「
樟
九
睦
伊
呂
波
」
の
編
著
者
橋
爪
貫
一
は
、
明
治
三
年

i
十
年
代
に
か
け
て
巾
広
く

啓
蒙
的
な
著
作
を
も
の
し
た
人
物
で
、
洋
学
関
係
で
は
「
併
語
自
在
」
、
「
英
字
三
睦
苗
字
壷
（
巴
E
C〉
間
口
玄
弓
〉
口
出
口

ω巴
関
口

ω呂）」、

「
轄
英
語
往
来
」
、
辞
典
関
係
で
は
「
概
漢
語
字
林
容
、
「
刺
康
照
字
典
」
等
、
そ
れ
に

書
類
を
含
め
、
都
合
四
、
五
十
点
程
編
集
・
刊
行
し
て
い
る
。

「
哨
英
語
筆
階
梯
」
を
校
訂
刊
行

「
小
事
譲
本
」
や
「
単
語
篇
」
と
い
っ
た
教
科
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四

「
七
ツ
い
ろ
は
」

さ
て
、
右
に
見
た
英
学
、
独
逸
、
併
学
の
各
七
ツ
以
呂
波
に
は
、
も
と
に
な
っ
た
書
物
が
あ
る
。
江
戸
期
の
往
来
物
「
七
ツ
い
ろ
は
」

で

あ
る
。
「
七
ツ
い
ろ
は
」
は
、
江
戸
時
代
前
期
、
明
暦
三
（
一
六
五
七
）
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
を
は
じ
め
と
し
、
以
後
幕
末
に
至
る
ま

で
版
を
重
ね
て
行
く
。
単
独
版
以
外
に
も
、
諸
種
の
往
来
物
を
一
本
に
収
め
た
所
謂
合
書
型
往
来
の
中
に
収
載
さ
れ
た
り
、
江
戸
期
を
代
表

す
る
辞
書
の
一
つ
で
あ
る
開
板
節
用
集
類
の
付
録
に
、
「
三
体
い
ろ
は
」
、
「
五
体
い
ろ
は
」
等
と
並
び
屡
々
採
用
さ
れ
る
等
、
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
く
の
で
あ
る
。
今
、
手
近
の
も
の
の
中
か
ら
三
、

四
点
あ
げ
て
み
る
。



（A
）
天
保
十
年

山
口
屋
藤
兵
衛
版

中
本

一
冊
。
堅
一
七
・
八
、
横
一
一
・
九
糎
。
表
紙

標
色
無
地
紙
。

題
簸

表
紙
左
肩
。
飾
り
枠
付
短
冊
形
白
紙
。

上
に

「
古
文
字
／
真
行
草
／
正
誤
改
／
令
再
板
」
と
四
行
に
分
け
て
角
書
き
が
あ
り
、

界
線
を
置
い
て
下
方
に

「
七
ツ
い
ろ
は
」
と
大
き
く
題
名
を
出
し
、
左
脇
に
小
さ
く
「
山
口
屋
藤
兵
衛
板
」
と
記
す
。
竪
一
三
・
四
、

横
五
・
八
糎
。

内
題

前
見
返
し
上
方
に

「
七
字
以
呂
波
」
と
筆
書
体
、
右
横
書
き
に
記
す
。

柱
刻

白
日
。
上
方
に
「
七
字
い
ろ
は
」
、
下
方
に
丁
付
。

丁
付

一
1
七
。
前
見
返
し
と
奥
付
に
は
ナ
シ
。
丁
数

八
丁
（
前
見
返
し

＋
本
文
七
丁
＋
奥
付
）
。
匡
郭

四
周
単
辺
、
頭
書
欄
あ
り
。
行
数

本
文
部
分
は
有
界
五
行
。

刊
記
後
見
返
し
貼
付
の
奥
付
左
下
方
に

馬
喰
町
二
丁
目

山
口
屋
藤
兵
衛
」
と
あ
る
。

「
天
保
十
己
亥
年
六
月
吉
辰
再
刻

直
綱
書
画
／
東
都
地
本
錦
檎
問
屋
ト
錦
耕
堂
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本
文
は
「
い
」

1
「
京
」
。
数
字
は
一

1
十
、
百
、
千
、
万

1
京
、
接
i
正
、
載
、
極
。
前
見
返
し
内
題
下

し

よ

ぎ

や

う

む

し

ゃ

う

い

ろ

は

に

ほ

へ

ど

ち

り

ぬ

る

を

し

ゃ

く

め

つ

ゐ

ら

く

方
を
二
段
四
行
に
分
け
、
「
諸
行
無
常
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
ち
り
ぬ
る
を
色
匂
散
奴
流
」

1
「
寂
滅
為
柴
あ
さ
き
ゆ
め
み
し
ゑ

あ
さ
き
ゆ
め
み
し
ず
せ
ゑ
ひ
も

ひ
も
せ
す
浅
夢
不
レ
為
レ
酔
」
の
イ
ロ
ハ
歌
を
掲
げ
る
。
そ
し
て
、
一
オ
に
は

く

う

か

い

さ

ん

し

う

き

へ

き

う

ぢ

な

を

こ

さ

い

し

ゆ

っ

け

は

く

し

き

に

っ

と

う

く

ち

て

あ

し

ふ

で

空
海
は
、
讃
州
佐
伯
氏
直
の
お
ん
子
也
、
二
十
歳
に
て
出
家
し
、
天
下
の
博
識
と
な
り
、
入
唐
あ
り
、
口
・
手
・
足
に
筆
を
と
り
、

い

ち

じ

じ

か

き

こ

ひ

っ

お

し

ゃ

う

せ

う

ょ

っ

た

た

レ

し

り

う

あ

ふ

せ

う

わ

か

う

や

さ

ん

に

う

一
時
に
五
字
を
書
給
ふ
、
よ
っ
て
五
筆
和
尚
と
称
す
、
今
の
世
に
惇
へ
て
大
師
流
と
仰
く
、
承
和
二
三
月
廿
一
日
に
高
野
山
入

し

ゃ

う

こ

う

ほ

う

た

い

し

ご

う

定
、
右
弘
法
大
師
と
号
す

本
文
に
入
る
。

と
い
う
説
明
を
付
け
て
、
手
、
足
に
各
二
本
、

り
や
く
げ

「
い
ろ
は
略
解
」
、

口
に
一
本
を
町
工
ん
、

五
本
の
筆
を
揮
わ
ん
と
し
て
い
る
空
海
の
姿
を
描
き
、

す

み

う

つ

り

ひ

て

ん

へ

ん

か

ふ

り

か

ま

へ

じ

っ

く

し

じ

っ

か

ん

え

「
墨
移
秘
停
」
、
「
偏
冠
構
字
壷
」
、
「
十
幹
兄
」
、

十2
支L ウ
弟とか
」二ら

付
録
は
、

「
男
女
名
頭
相
性
」
、



ご
い
ん
ど
し
ゃ
う
の
か
な

「
五
音
五
性
俄
名
」

の
七
種
。

（

B
）
弘
化
二
年

森
屋
治
郎
兵
衛
版

中
本
一
冊
。
表
紙

標
色
無
地
紙
。

題
筆

表
紙
左
肩
。
飾
り
枠
付
短
冊
形
白
紙
。
上
に

「
改
正
」
と
角

書
き
。
界
線
を
置
い
て
下
方
に
「
七
ツ
い
ろ
は
全
」
と
大
き
く
書
名

を
出
し
、
右
に

「
諸
用
調
法
」

版

と
小
さ
く
記
す
。

下
方
に
は

元
」
の

二
字
に
挟
ま
れ
て
森
治
の
商
標
。
竪
一

三
・
七
、
横
四
・
九

糎
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内
題

な

込

つ

い

ろ

は

「
七
以
呂
波
」
。

七
つ
い
ろ
は

一
オ
初
行
に

柱
刻

白
口
。

の
部
分
は
、
上
方
に

二
重
界
線
を
置
い
て
そ
の
下
に

「
い
ろ
は
」
、
付

録
の
部
分
は
、
界
線
ナ

シ
で

「
国
つ
く
し
」
、
「
名
頭
」。

下
方
に
丁

付
。
丁
付

一一

1
十
二
。
前
見
返
し
、
奥
付
に
は
ナ

シ。

丁
数

十

一丁
〈
前
見
返
し
＋
本
文
一

二
＋
奥
付
半
丁
）
。
匡
郭

四
周
単
辺
。

七
ツ
い
ろ
は
、
国
尽
し
の
部
分
は
有
界
五
行
、
名
頭
字
は
八
行
九
段
。

H
H
H
U
1
4
4
 

干’一一副

後
見
返
し
付
録
末
左
方
に

馬
喰
町
二
丁
目

森
屋
治
郎
兵
衛
版
」

「
弘
化
二
巳
年
十
月
再
刻
／
東
都

書
林

錦
森
堂

と
あ
り
。

本
文
は

「
い
」
（
）
「
京
」
。
数
字
は
一

1
十、

百
、
千

1
兆。



前
見
返
し
に
、
梅
と
松
ケ
枝
を
背
に
上
畳
に
座
す
る
衣
冠
束
帯
の
菅
公
の
姿
を
描
き
、
上
方
に

か

ん

し

ゃ

う

ん

＼

き

た

の

て

ん

じ

ん

お

ん

こ

と

い

み

な

み

ち

ぎ

ね

あ

ぎ

な

さ

ん

ゆ

へ

か

ん

さ

ん

そ

の

さ

う

め

い

か

う

き

レ

じ

せ

き

こ

て

ん

の

す

と

こ

ろ

は

い

き

ょ

菅
丞
相
は
北
野
天
神
の
御
事
な
り
、
誇
は
道
賓
、
字
は
三
、
故
に
菅
三
と
申
、
其
聴
明
高
才
、
事
跡
、
古
典
の
載
る
所
、
牧
挙
す

い

と

ま

そ

ん

ゑ

ん

ば

い

し

ん

ぼ

う

ふ

う

け

っ

か

み

ゑ

ん

き

さ

せ

ん

（

マ

、

〉

る
に
達
あ
ら
ず
、
存
に
は
塩
梅
の
臣
と
な
り
、
亡
に
は
風
月
の
神
と
な
り
、
延
喜
元
年
正
月
廿
九
日
に
左
遷
、
同
二
年
二
月
廿
五

あ

ん

ら

く

じ

お

ゐ

こ

う

た

ま

に
安
楽
寺
に
於
て
亮
じ
玉
ふ
と
ぞ

と
記
す
。

付
録
は

な

ふ

つ

い

ろ

は

「
七
以
巴
波
」

の
後
に

に
つ
ほ
ん
く
に
つ
く
し

「
日
本
園
壷
井
郡
付
」

五
丁
分
、

「
名
頭
字
」

一
丁
分
を
入
れ
、

そ
れ
に
奥
付
に

「
十
二
時
知
事
」
を

記
し
、
計
三
種
。

（C
）
嘉
永
三
年

和
泉
屋
市
兵
衛
版

題
簸

表
紙
左
肩
、
飾
り
枠
付
短
冊
形
淡
香
色
紙
。
上
方
に

「
新
刻
」
と
角
書
き
。
そ
の
下
に
二
重
界
線
を
置
き
「
嗣
七
ツ
い
ろ
は
」
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中
本
一
冊
。
表
紙

A
、
B
本
と
同
じ
く
標
色
無
地
紙
。

と
大
き
く
外
題
を
出
し
、

そ
の
下
に
「
泉
市
」
の
商
標
。
竪
一
三
・
九
、
横
六
糎
。

前
見
返
し
子
持
ち
枠
付
匡
郭
内
に
「
時
一
眠
時
馬
車
京
七
い
ろ
は
」
と
あ
り
。

白
口
。
上
方
に
「
七
い
ろ
は
」
、
下
方
に
丁
付
。
丁
付

一一

1
八
。
前
見
返
し
に
は
柱
刻
ナ
シ
。
奥
付
に
は
「
七
い
ろ
は
」
の
柱

内
題

柱
刻

題
あ
れ
ど

丁
付
は
未
詳
。

丁
数

八
丁
（
前
見
返
し
＋
本
文
七
＋
奥
付
半
丁
）
。
匡
郭

四
周
単
辺
。
行
数

本
文
は
有
界
五
行
。

刊
記
後
見
返
し
貼
付
の
奥
付
、
付
録
末
左
方
に
界
線
を
置
い
て
、

芝
神
明
前
三
島
町

和
泉
屋
市
兵
衛
板
」
と
あ
る
。

け

う

い

ち

ひ

や

く

せ

ん

て

う

本
文
は
「
い
」

1
「
京
」
。
数
字
は
一

1
十
、
百
、
千

1
兆。

み

や

こ

は

じ

め

も

λ

ち

ひ

ろ

し

「
嘉
永
三
年
庚
成
初
夏
吉
辰
／
東
都
書
埠

甘
泉
堂



付
録
は
、

前
見
返
し
内
題
左
方
に
、
梅
ケ
枝
の
下
、
牛
に
乗
る
衣
冠
束
帯
の
菅
公
の
像
を
描
き
、
そ
の
上
方
に

B
本
と
ほ
父
同
文
の
伝
を
載
せ
る
。

じ

っ

か

ん

じ

う

に

し

か

た

か

な

い

ろ

は

ご

ゐ

ん

ご

し

ゃ

う

き

う

じ

ゃ

う

へ

ん

か

ふ

り

か

ま

へ

じ

し

う

じ

う

に

つ

き

の

ゐ

め

う

十
幹
、
十
二
支
、
片
仮
名
以
呂
波
、
五
音
を
五
性
ニ
相
生
の
夏
、
偏
冠
構
字
集
、
十
二
月
之
異
名
の
六
種
。

（
D
〉
千
金
七
以
口
口
波

半
紙
本
一
冊
。
「
七
ツ
い
ろ
は
」
は
、
大
半
が

A
i
C
の
よ
う
な
中
本
型
で
、
美
濃
判
は
明
暦
版
等
初
期
の
も
の
に
二
、
三
、
半
紙
本
は

題
筆
江
戸
中
期
以
降
の
上
方
版
を
中
心
に
数
本
存
す
る
。
竪
二
二
、
横
一
五
・
五
糎
。
表
紙

せ
ん
き
ん
な
込
つ
い
ろ

表
紙
左
肩
。
飾
り
枠
付
短
冊
形
白
紙
。
「
千
金
七
以
呂
波
全
」
。
竪
一
五
・
八
、
横
四
・
一
糎
。

せ
ん
き
ん
な
i
A

つ

い

ろ

は

二
オ
本
文
初
行
に
「
千
金
七
ッ
以
呂
波
」
。

香
色
無
地
紙
。

内
題

柱
刻

白
口
。
上
魚
尾
黒
。
そ
の
す
ぐ
下
に
「
七
い
ろ
は
」
。
下
方
に
重
線
を
置
き
丁
付
。
見
返
し
は
柱
の
一
部
を
黒
く
塗
る
等
少
異
あ

り
。
丁
付

前
見
返
し
に
は
ナ
シ
。
壱

1
十
了
。

丁
数

一
O
丁
（
前
見
返
し
＋
本
文
九
丁
半
）
。
匡
郭

四
周
単
辺
。
頭
書
欄
あ
り
。

行
数

（
本
文
）
有
界
四
行
。

H
H
Hリ
守
」

d
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後
見
返
し
付
録
末
左
方
に
刊
行
年
月
及
び
書
建
名
を
刻
し
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
欄
が
あ
る
が
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
は
下
方

「
板
」
と
「
小
林
氏
」

の
印
刻
を
残
し
、
他
は
削
ら
れ
て
い
る
。

「
文
字
。
筆
。
硯
。
紙
。
始
り
の
事
」

と
題
し
、

ま
ず
前
見
返
し
と
一
オ
に
見
聞
き
で
竹
林
の
七
賢
の
画
像
を
描
き
、
頭
書
欄
に

て

う

せ

ん

こ

く

の

い

ろ

は

各
々
そ
の
由
来
を
記
し
、
一
ウ
に
「
朝
鮮
園
之
以
呂
波
」
、
頭
書
に
「
平
安
城
禁
裡
御

も

ん

へ

ん

か

ふ

り

つ

く

し

な

ん

に

よ

あ

い

し

や

う

な

か

し

ら

さ

う

し

ゃ

う

こ

と

こ

よ

み

「
古
文
偏
冠
壷
」
、
「
男
女
相
性
名
頭
」
、
「
相
性
の
夏
」
、
「
暦

十
干
、

十
二
支
、

本
文
は

「い」

i
「京」、

数
字
は
一

1
十
。
付
録
は
、

中守門
段f」
善tの
悪ぞ絵
の。

杢：以
、下

不f「
成す大
就ぷ日
日E本
一園

ペ〉
く
し

の
計
十
一
種
。

以
上
あ
げ
た
四
本
の
問
で
も
掲
出
の
字
や
音
訓
等
に
多
少
の
異
同
が
あ
る
が
、

七
ツ
い
ろ
は
の
本
文
は
イ
ロ
ハ
各
々
に
相
当
す
る
字
音
を



有
つ
漢
字
（
真
仮
名
、
万
葉
仮
名
）
を

イ
ロ
ハ
の
見
出
し
標
目
と
共

に
行
草
体
で
合
計
七
種
掲
げ
る
の
が
基
本
型
で
、
そ
れ
が
「
七
ツ
い
ろ

は
」
と
称
さ
れ
る
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
最
初
の
イ
ロ
ハ
分
け
標
目
は

そ
の
脇
や
下
方
に
そ
の

母
字
の
築
書
体
を
併
出
す
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た

い

こ

れ

か

し

こ

ま

る

こ

ふ

ろ

く
は

し

ぶ

こ

と

な

る

も

っ

て

ろ

み

ち

己

伊

畏

意

委

芙

以

呂

路

イ

よ

る

お

そ

る

う

た

が

ふ

ゆ

た

か

あ

や

し

む

お

も

ん

み

る

ロ

ぢ

L
ろ

い

ろ

り

も

る

お

っ

ゆ

く
ち

は

な

か

ば

は

ね

は

じ

ゃ

ぷ

る

ふ

慮

炉

漏

露

呂

波

半

羽

端

破

お
も
ん
は
か
る
す
び
つ
し
た
ふ
る

あ

ら

わ

る

せ

ぽ

ね

ハ

は

し

た

つ
は
さ
な
を
し
わ
る
ふ

も
の

な
み

者

波

（

D
本）

し

や

ひ

た

す

と
い
う
具
合
に
、
掲
出
の
漢
字
（
真
仮
名
）
の
両
脇
に
各
々
別
の
訓
や

16 

音
を
施
す
所
謂
両
点
形
式
を
採
っ
て
い
る
こ
と
が
通
常
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、

C
本
や
「
翻
七
伊
目
波
」
（
弘
化
二

〈
一
八
四
五
〉
年
五
月

三
河
屋
甚
助
板
）
の
よ
う
に
外
題
に
「
両
点
」
を
謡
う
所
以
で
あ
る
。

ま
た
、

同
じ
両
点
形
式
で
も
、
見
出
し
の
行
草
体
の
真
仮
名
の
左
傍
に

真
字
体
（
棺
書
体
）
を
併
記
し
、
そ
れ
に
別
の
音
訓
を
付
す
所
謂
二
行

両
点
形
式
を
採
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
（
例
え
ば
「
一
諸
七
ツ
い
ろ
は
」

江
戸
末
期
、
文
江
堂
吉
田
屋
文
三
郎
板
）
。
な
お
、
七
字
分
宛
あ
げ
る
の

は
、
京
で
も
一

1
十
ま
で
の
数
字
の
部
分
で
も
同
じ
で
あ
る
。
右
に
あ



げ
た
四
本
間
の
異
同
を
若
干
示
す
と
、
音
や
訓
の
少
異
の
ほ
か
、
例
え
ば
、

阿
愛
哀
庵
案
安

B
、
C
・
教
敬
鏡
経
恐
凶

（
ド
ト
ト

l

i

l

l

－

A
－
参
算
産
山
讃
機
｜
｜
B
・
参
葬
産
山
議
残
｜
｜
C
－
参
葬
産
山
談
媛
｜
｜
D
－
参
松
山
残
浅

潜
「
八
」

A
・
鉢
蜂
践
髪
護
伐
｜
｜
B
、
C
・
鉢
蜂
政
髪
護
筏
｜
｜
D
・
捌
法
鉢
援
髪
加
代

と
い
っ
た
具
合
で
、
こ
の
四
本
に
限
っ
て
言
え
ば
、

A
B
C
三
本
と
D
本
と
の
間
で
対
立
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

「あ」

A 

B
、
C
本
・
あ

（安〉

安
阿
愛
悪
庵
下
｜
｜
D
本
・
あ

（安）

「
古
川
」

A
、

｜
｜
D
・
経
教
鏡
軽
敬
兄

一－，

しーー

但
し
そ
の
先
後
は
濯

に
決
定
し
難
く
、
後
考
を
侯
つ
こ
と
と
す
る
。
な
お
、

イ
ロ
ハ
分
け
の
門
標
た
る
第
一
字
目
の
平
仮
名
の
字
母
も
、

そ
れ
に
添
え
ら
れ
て
い

る
真
字
や
蒙
字
か
ら
推
測
す
る
と
若
干
問
題
を
含
む
。
例
え
ば
、
「
へ
」
は
今
日
「
部
」
の
芳
の
「

E
」
の
草
書
体
か
ら
来
た
も
の
と
さ
れ
る

が、

A
で
は

「
皿
」

B
・
C
は

「遁」、

D
は
「
並
」
を
出
す
。
「
と
」
は

A
の
「
止
」
が
正
し
い
が
、

B
i
D
は
「
士
」
、
「
る
」
は

A
i
c

の

「
留
」
が
よ
く

D 
の

「
累
」

は
間
違
い
、
「
ゆ
」
も
A
i
C
の
「
由
」
が
よ
く
、

ハ
7
〉

「
古
」
は
不
適
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

D 
の

「油」

は
駄
目
。
そ
れ
に
対
し
一一「
ヲー
」ー

L一一

は

D
の
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「
己
」
が
正
し
く

A
i
C
の

五

「
諸
七
腫
以
呂
波
」

さ
て
、
以
上
見
て
来
た
「
七
ツ
い
ろ
は
」
を
部
分
的
に
手
直
し
し
、

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
置
き
換
え
て
行
け
ば
、

そ
れ
は
そ
の
ま
ま
英
字

や
独
逸
、
仏
学
の
七
ツ
い
ろ
は
に
な
る
。
往
来
物
の
「
七
ツ
い
ろ
は
」
の
盛
行
を
背
景
に
、
そ
れ
を
応
用
し
た
阿
部
為
任
の
「
樟
七
ツ
以
呂

波
」
あ
た
り
が
切
っ
掛
け
に
な
っ
て
、
色
々
な
横
文
字
以
日
波
が
出
て
行
く
の
で
あ
る
。
紙
幅
も
無
い
の
で
簡
単
に
紹
介
す
る
と
、
例
え
ば

（
イ
）
「
語
七
膿
以
呂
波
」
が
あ
る
。

中
本
右
袋
綴
一
冊
。
外
題

／

。

川

H
リ

1
」

三

平

l

－一副

終
丁
ウ
匡
郭
内
右
側
に

「
明
治
＝
一
年
庚
午
仲
冬
上
梓
／
江
東

「
通
商
洋
字
便
覧
／
語
七
膿
以
呂
波
／
積
玉
堂
蔵
板
」
と
あ
り
、
内
題
は
ナ

膏
藤
健
之
允
訂
」
、
界
線
を
置
い
て
左
に

「
東
京
書
埠
／
日

共
紙
表
紙
に
藍
刷
り
で



本
橋
通
四
町
目
東
横
町
／
松
坂
屋
金
之
助
」
と
記
す
。
柱
刻

白
口
。
上
魚
尾
黒
。
下
方
に
丁
付
、

さ
ら
に
二
重
の
界
線
を
置
い
て
下

方
に
「
江
東
精
舎
」
。
丁
付
二

i
十
七
。
表
紙
共
全
一
七
丁
で
、
巻
頭
に
、
蒲
茶
色
刷
り
の
次
の
よ
う
な
序
文
が
あ
る
。

こ

の

ご

ろ

や

う

が

く

お

こ

な

は

れ

よ

き

ひ

と

ん

＼

は

け

い

せ

つ

へ

ん

き

ゃ

う

す

で

く

に

ん

＼

も

じ

こ

と

が

ら

く

は

ん

つ

う

方
今
洋
学
し
き
り
に
行
て
、
大
人
君
子
蛍
雪
の
勉
強
し
て
、
己
ニ
寓
園
の
文
字
・
事
責
に
貫
通
せ
り
、

こ

こ

ろ

ざ

し

あ

り

ま

な

ぷ

い

と

ま

わ

れ

い

た

ひ

き

い

ま

さ

い

は

い

じ

ん

た

の

み

じ

の

こ

λ
ろ

や

く

志
有
と
い
へ
と
も
、
学
に
暇
な
し
、
予
こ
れ
を
傷
む
こ
と
久
し
、
今
幸
ひ
洋
人
に
詫
て
字
意
を
諜
し
、

あ

ら

は

か

し

ら

が

き

す

う

こ

え

い

じ

ん

こ

と

ば

あ

げ

も

つ

ば

か

う

ゑ

き

た

よ

り

に
彰
し
、
ま
た
篭
頭
し
て
、
数
の
撃
、
洋
語
を
挙
て
、
専
ら
に
通
商
の
便
な
ら
し
む
と
い
ふ

七然
ツる

ろ市与
は原E
をの’

！~輩i
刃7~ 、ら

明
治
三
庚
午
仲
冬

江
東

膏

藤
真
英
識
（
印
一
一
箇
）
」

五
十
音
図
は
、
「
英
学
七
ツ
い
ろ

い
じ
ん
こ
と
ば
は
や
ま
な
び

は
」
を
ほ
N
A

踏
襲
し
て
い
る
。
外
題
や
序
文
に
謡
う
よ
う
に
、
本
書
の
特
色
は
七
オ

1
十
四
オ
に
至
る
「
異
人
語
早
事
」
に
あ
る
。
す
な

本
文
の
う
ち
、
活
字
体
、
筆
記
体
の
大
文
字
・
小
文
字
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
、
数
字
、

七
ツ
以
呂
波
、

ん
、
月
ヲ
む
ん
、
星
ヲ
す
た
あ
る
」

1
「
ら
い
で
ん
ぐ

物
を
か
く

ら
い
で
ん
く
ぶ
つ
か

書
も
の
、
あ
じ
ゆ
だ
ん

い
く
さ
大
将
」

口
R
U

わ
ち
、

ま
ず
「
異
園
奉
行
」
と
し
て
コ
ン
シ
ュ
ル
、
ミ
ニ
ス
ト
ル
を
あ
げ
、
「
異
人
官
名
」
、
「
金
銭
勘
定
の
事
」
と
並
べ
、
次
い
で
「
日
ヲ
そ

至
る
日
英
対
照
語
葉
を
掲
げ
て
い
る
部
分
が
そ
れ
で
あ
る
。
「
地
震

ゑ
れ
す
く
い
、
火

ふ
は
や
、
水

お
わ
た
、
男

ベ
る
そ
め
ん
、
め

し
く
う
を

ち
ゃ
ぶ
／
＼
、

し、

ぬ

ど
う
け
、
き
に
い
ら
ぬ
事
を

~ 

け

じ
ゃ
ま
に
な
る
を

ぺ
け
、

や
す
み
日
を

ど
ん
た
く
、

よ
る

h

ム
、
，
－

手
J
l
u
v
中
I

ね
だ
ん
を
き
く
こ
と
を

は
ま
ち
」
等
、
怪
し
げ
な
も
の
も
含
め
少
し
あ
げ
て
み
た
が
、
英
語
以
外
の
言
葉
も
含
み
、
相
当
な

シ
ロ
モ
ノ
で
あ
る
。

た
だ
、
先
の

「
は
ま
ち
」
や
「
お
き
る

け
た
っ
ぷ
、
あ
さ

も
ふ
ね
ん
」

の
よ
う
な
上
手
い
表
音
も
中
に
は
あ
り

ま
た
、
本
書
だ
け
を
見
る
と
噴
飯
物
の
感
も
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
幕
末

1
明
治
初
期
に
か
け
て
行
わ
れ
て
い
た
一
枚
刷
り
の
異
人
語
早
学
・

英
土
口
利
言
葉
の
類
や
、
異
国
風
俗
・
人
物
を
描
い
た
浮
世
絵
中
に
屡
々
見
ら
れ
る
異
人
言
葉
等
に
共
通
す
る
も
の
で
、
そ
の
水
準
か
ら
す
れ

ば
そ
う
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
「
対
「
詳
日
本
英
学
資
料
解
題
」
に
よ
る
と
、
本
書
は
同
年
同
月
刊
の
「
時
人
時
七
体
い
ろ
は
」
の
改



題
本
の
由
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
そ
の
刊
行
も
或
い
は
明
治
三
年
十
一
月
よ
り
少
し
下
る
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
、
巻
頭
に
色
刷
り
の

「
関
郡
藤
場
面
相
」
を
載
せ
た
（
ロ
）
岩
崎
茂
貫
著
「
英
和
い
ろ
は
」
（
中
本
左
袋
綴
一
冊
。
予
三
丁
。
明
治
七
年
十
月

泉
堂
和
泉
屋
市
兵
衛
板
）
、
折
り
本
の
（
ハ
）
「
賄
十
睦
以
呂
波
」
（
明
治
五
年
二
月

（
一
一
）
「
世
界
字
壷
五
睦
伊
呂
波
（
横
文
字
世
界
字
蓋

東
京

東
京

明
治
六
年
五
月
刊
の

土
口
田
屋
文
三
郎
板
）

英
吉
利
、
法
朗
西
、
濁
逸
、
魯
細
亜
、
和
蘭
五
睦
伊
呂
波
）
」
（
中
本
右
袋
綴
一
冊
。

山
静
堂
山
崎
屋
清
七
板
）
等
、
取
り
上
げ
る
べ
き
書
も
多
い
。
一
方
、
「
前
七
ツ
い
ろ
は
」
や
「
眠
時
十
二
い
ろ
は
」

（
明
治
二
十
年
三
月
刊
）
、
「
相
畔
十
樫
い
ろ
は
」
（
大
正
六
年
十
月
刊
）
等
を
含
め
て
、
江
戸
期
の
往
来
物
と
し
て
の
「
七
ツ
い
ろ
は
」
の
流

れ
も
辿
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

二
十
五
丁
。
東
京

い
ず
れ
稿
を
改
め
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

註（
l
）
 

中
本
左
袋
綴
一
冊
。
表
紙
黄
色
地
紙
に
紗
綾
形
模
様
空
押
し
。
題
簸
表
紙
中
央
、
単
枠
付
短
冊
形
白
紙
。
「
限
酔
九
体
以
呂
波
全
」
。
前
見
返

し
青
色
紙
。
界
線
で
縦
に
三
つ
に
区
切
り
、
中
央
の
欄
上
方
の
枠
内
に
］
〉
匂
〉
Z開
ω何
〉
Z
ロ
＼
巴
4
0
巳
ω出
〉
「
担
｛
〉
＼
回
目
，
ω
2
Z
Z何

ロ
弓
ー
＼

E
E
z↓
3
月三
ω
の
英
文
タ
イ
ト
ル
。
そ
の
下
に
「
娯
静
九
韓
伊
日
波
」
と
大
き
く
記
し
、
右
欄
上
方
に
「
橋
爪
貫
校
訂
」
、
左
欄
に

「
東
京
青
山
堂
梓
」
と
出
す
。
柱
刻
上
魚
尾
黒
、
「
九
体
以
呂
波
」
。
下
方
に

O
印
を
置
い
て
丁
付
が
あ
り
、
そ
の
下
に
二
重
の
界
線
を
置
く
。

丁
付
一

1
二
十
一
。
丁
数
二
十
一
丁
（
二
十
一
オ
ま
で
本
文
、
ウ
は
広
告
）
＋
奥
付
。
刊
記
後
見
返
し
貼
付
の
奥
付
を
縦
に
二
ツ
割
り
に

し
、
右
上
方
に
「
官
許
」
、
左
に
「
東
京
書
林
小
石
川
大
門
街
／
臆
金
屋
清
音
護
行
」
と
記
す
。
後
印
の
一
本
は
そ
れ
と
は
少
し
異
な
り
、
後
見
返

し
匡
郭
内
に
、
上
部
に
「
設
行
／
書
林
」
と
出
し
、
そ
の
下
に
右
か
ら
、
「
大
坂
心
斎
橋
通
リ
伊
丹
屋
善
兵
衛
／
全
所
敦
賀
屋
九
兵
衛
／
東
京
日

本
橋
通
一
丁
目
須
原
屋
茂
兵
衛
／
全
二
丁
目
山
城
屋
佐
兵
衛
／
全
所
須
原
屋
新
兵
衛
／
全
芝
神
明
町
岡
田
屋
嘉
七
／
全
所
和
泉
屋
吉

兵
衛
／
全
横
山
町
三
丁
目
和
泉
屋
金
右
衛
門
／
全
浅
草
茅
町
二
丁
目
須
原
屋
伊
八
／
全
下
谷
敷
寄
屋
町
岡
村
屋
庄
助
／
全
本
町
三
丁
目

上
州
屋
宗
七
／
全
日
本
橋
四
日
市
和
泉
屋
半
兵
衛
／
全
小
石
川
大
門
町
臆
金
屋
清
吉
板
」
と
計
十
三
軒
の
書
嘩
名
を
列
挙
す
る
。
広
告
は
、

「
世
界
商
責
往
来
橋
爪
貫
著
第
一
編
／
漢
語
捷
径
橋
爪
貫
校
第
一
編
／
鴻
史
客
字
引
橋
爪
貫
輯
録
全
一
冊
」
の
一
一
一
点
の
、
内
容
案
内
付
の
も
の
。
九
体
と

は
、
英
字
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
、
大
文
字
活
字
体
二
種
（
一
は
ゴ
チ
ッ
ク
）
、
小
文
字
活
字
体
、
筆
記
体
小
文
字
の
四
体
。
和
字
が
片
仮
名
、
平
仮 甘

円
同
d



（

2
）
 

名
、
真
仮
名
、
同
草
書
体
、
同
案
書
体
の
五
体
。
五
ウ
上
方
に
吋
Z
何
〉
「
句
出
〉
回
開
寸
ω
O司
」
〉
司
〉
Z
開
ω開
〉
Z
口
開
Z
の
巳
ω
z－
と
出
し
、
下
右

に
「
英
字
以
呂
波
」
、
左
に
「
桃
山
人
書
」
と
し
て
、
六
オ
か
ら
本
文
に
入
る
。
一
五
オ
ま
で
の
本
文
で
原
本
の
七
ツ
い
ろ
は
と
異
な
る
点
は
、
書
体

数
の
ほ
か
、
ヂ
、
ッ
、
ヅ
が
』
「
Z
N
w

己N

で
あ
る
こ
と
、
鼻
濁
音
を
一
不
す
た
め
か
ガ
行
音
が

z
c
p
zの
F
Z
C戸

Z
の
戸
出
の
O
と
な
っ
て
い
る

こ
と
、
ス
、
ズ
が

ω巴
N白
か
ら

ω
N
U
N
に
な
っ
て
い
る
こ
と
等
で
あ
る
。
数
字
は
「
亜
刺
比
亜
敷
符
」
と
「
羅
馬
数
符
」
に
分
け
て
大
巾
に
増

uw
《

バ

W
4
l
q
て
中
、
ヤ
山
市

4

1町
中

守

、

《

に

＊

l

中
子
市
｜

補
し
て
い
る
が
、
発
音
の
方
は
出
〈
0・
巴
2
2・吋
Y
5
2
p
↓4
2ロ
タ
ゴ
ニ
ユ
て
の
如
く
で
あ
ま
り
い
た
だ
け
な
い
。
な
お
、
序
文
に
言
う
「
英
園

プ

ヲ

ウ

ン

撫
良
翁
子
の
著
せ
し
書
」
と
は
、
∞
・
同
・
回
同
04〈
ロ
の
わ
o＝
oAZ一巳』回目）
8
2
0
0
H
n
oロ〈
2
g
t。
E
一
ω
g
Zロ
2
m
g門山口広一
o∞
ロ
何
回
日
開
口
忠
各
自
己

』
告
白
ロ
2
0
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
書
は
一
八
六
三
年
に
上
海
の

P
2
ξ
z
z
g
ζ
2
2
0ロ
司
『
何
回
目
で
印
刷
刊
行
さ
れ
、
そ
の
中
の

F
2
3
2
2口

開
ロ
∞
一
尻
町
山
口
円
こ
毛
2
0目。打。＝
o
A
C
E－
の
部
分
を
翻
刻
・
修
訂
し
た
版
が
、
江
戸
の
望
洋
書
屋
か
ら
出
て
い
る
。
こ
の
江
戸
版
は
奥
付
に
「
松
園
橋

爪
氏
蔵
版
東
京
礁
川
護
行
書
房
青
山
堂
雁
金
屋
清
吉
」
と
あ
り
、
本
書
の
校
訂
者
橋
爪
貫
（
乙
が
そ
の
刊
行
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ

る因
に
、
明
治
七
年
四
月
刊
の
「
新
刻
書
目
便
覧
」
に
よ
る
と
、
本
書
の
値
段
は
十
銭
。
も
と
に
な
っ
た
「
英
事
七
ツ
以
呂
波
」
は
十
銭
八
厘
、

「
雄
一
七
ツ
以
呂
波
」
は
十
銭
。

袖
珍
洋
装
・
洋
紙
、
左
袋
綴
一
冊
。
竪
一
一
・
八
、
横
八
・
四
五
糎
。
外
題
背
黒
布
貼
ボ
l
ル
表
紙
に
紅
桃
色
の
紙
を
貼
り
、
中
央
に
「
鯨
僻
英

字
七
ツ
以
呂
波
」
、
右
に
「
宮
本
興
晃
著
」
、
左
に
「
東
京
書
林
冨
山
堂
護
行
」
と
印
刷
。
扉
オ
モ
テ
に
「
英
字
以
呂
波
」
、
ウ
ラ
に
「
明
治
十
八

年
／
弐
月
本
宅
／
鐘
板
印
造
」
と
刻
す
。
柱
刻
上
黒
魚
尾
の
上
方
に
「
七
ツ
い
ろ
は
」
の
題
、
下
方
に
丁
付
、
そ
の
下
に
二
重
界
線
。
丁
付

一
1
十
六
。
丁
数
十
六
丁
（
扉
一
一
＋
本
文
一
四
＋
奥
付
一
丁
）
。
刊
記
終
了
オ
に
左
か
ら
、
「
明
治
十
八
年
四
月
廿
日
御
届
／
同
年
月
出

版
／
日
本
橋
区
西
河
岸
町
九
番
地
／
著
者
宮
本
興
晃
／
日
本
橋
医
薬
研
堀
町
四
十
三
番
地
／
譲
先
人
鈴
木
喜
右
衛
門
／
日
本
橋
匝
鉄
砲
町
二
十
五
番
地
／

出
版
人
高
木
和
助
」
と
記
す
。
「
譲
先
人
」
の
三
字
は
、
活
字
を
組
み
合
せ
て
後
か
ら
捺
し
た
も
の
か
。
ま
た
、
出
版
年
月
の
下
方
に
「
定
慣
十

銭
」
の
朱
印
を
捺
す
。
内
容
は
原
版
に
基
い
て
い
る
が
、
碧
海
阿
部
為
任
の
序
文
が
無
く
、
本
文
の
前
に
在
っ
た
数
字
の
部
分
を
一
番
終
り
に

持
っ
て
来
て
い
る
等
の
異
同
が
あ
る
。
な
お
、
高
木
和
助
は
、
明
治
二
十
四
年
五
月
に
も
、
原
版
を
基
と
し
単
語
等
を
加
え
た
増
訂
版
の
「
鶴
一
七
ツ

以
呂
波
」
（
中
本
一
冊
、
仁
科
静
太
郎
編
）
を
出
し
て
い
る
。

因
に
「
肺
O
Z
句
〉
の
助
ω
の
口
一
2
5ロコ印可
0
・－
m℃
O
E↑m
l
F
2
2
2（
］
∞
∞
∞
）
で
は
、
ハ
行
は

E
W
E－
F
F
F
『

0
チ
・
ヂ
は

Z
Y－－門
r山
↑
と
表
記
。

い
ず
れ
も
、
背
黒
布
貼
ボ
l
ル
表
紙
、
袖
珍
洋
装
、
左
袋
綴
一
冊
。
中
で
は
「
英
和
じ
ざ
い
」
が
「
英
学
七
ツ
い
ろ
は
」
に
一
番
近
い
。
外
題
は
青

緑
色
ボ
l
ル
表
紙
に
「
阿
部
為
任
編
／
英
和
じ
ざ
い
／
豊
和
堂
護
行
」
。
刊
記
は
奥
付
に
左
か
ら
「
明
治
十
八
年
九
月
廿
一
日
御
届
／
同
年
十
月
出

（
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板
／
編
者
東
京
府
平
民
阿
部
為
任
本
所
区
原
庭
丁
四
十
六
番
地
／
出
板
人
同
高
木
和
助
日
本
橋
区
鉄
胞
丁
廿
五
番
地
／
同
扇
田
豊
次
郎
同
区
大
侍
馬
二
丁

目
品
川
二
番
地
」
と
あ
り
、
同
ウ
に
定
債
十
銭
の
朱
印
を
捺
す
。
全
十
八
丁
（
本
文
一
七
十
奥
付
一
）
。
は
じ
め
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
各
字
体
で
出

し
、
本
文
は
、
平
仮
名
、
真
仮
名
、
片
仮
名
と
、
英
字
活
字
体
の
大
文
字
、
小
文
字
、
筆
記
体
小
文
字
の
六
体
。
濁
音
と
半
濁
音
（
「
清
音
」
と
称
し

五
体
）
は
別
丁
に
立
て
る
。
末
に
数
字
、
月
名
、
四
季
、
方
角
の
英
語
を
片
仮
名
訓
付
き
で
載
せ
る
。
（
序
文
）
此
の
書
は
、
童
蒙
等
が
英
文
を
学
び

井
に
綴
り
易
き
た
め
に
記
載
せ
し
も
の
な
れ
は
、
初
学
の
輩
は
、
一
部
っ
と
は
必
す
貯
へ
給
ひ
と
し
か
云
ふ
乙
酉
仲
秋
編
者
し
る
す
」
。

「
専
本
邦
ノ
産
ヲ
皐
テ
、
ソ
ノ
漢
名
ヲ
識
ヲ
主
ト
ス
」
（
凡
例
）
と
い
う
水
谷
豊
文
著
「
物
品
識
名
」
（
文
化
六
〈
一
八

O
九
〉
年
刊
）
・
「
物
品
識

名
拾
遺
」
（
文
政
八
〈
一
八
二
五
〉
年
刊
）
の
跡
を
追
っ
て
編
輯
出
版
さ
れ
た
本
草
・
名
物
事
典
。
中
本
一
冊
。
竪
一
八
・
て
横
一
一
了
一
糎
。
表

紙
黄
色
地
紙
に
紗
綾
形
模
様
空
押
し
。
題
簸
左
肩
。
子
持
ち
枠
付
雲
母
入
り
苔
色
短
冊
形
紙
。
竪
三
子
三
、
横
二
・
七
糎
。
「
新
選
物
品
識
名

監
一
為
任
全
」
。
前
見
返
し
雲
母
入
り
鴬
色
地
紙
。
子
持
ち
枠
内
を
重
線
で
縦
に
三
ツ
割
り
に
し
、
中
央
に
「
獅
物
品
識
名
全
」
と
大
き
く
書
名

を
出
し
、
右
上
に
「
安
倍
為
任
編
輯
」
、
左
に
「
東
京
書
聾
東
山
堂
護
免
」
と
記
す
。
内
題
「
新
選
物
品
識
名
／
安
倍
潟
任
編
輯
」
。
尾
題
「
新
選

物
品
識
名
終
」
。
柱
刻
白
口
。
上
方
に
「
新
選
物
品
識
名
」
、
二
重
界
線
を
置
い
て
下
に
イ
ロ
ハ
分
け
等
。
さ
ら
に
下
方
界
線
の
下
に
丁
付
。
イ
ロ
ハ

分
け
等
は
、
各
丁
オ
側
に
「
凡
例
」
、
「
書
目
」
、
「
イ
」

1
「
ス
」
と
あ
り
。
丁
付
て
二
、
一

1
七
十
八
。
丁
数
人

O
丁
（
前
見
返
し
＋
凡
例

一
＋
書
目
一
＋
本
文
七
八
＋
奥
付
）
。
匡
郭
四
周
単
辺
。
行
段
有
界
二
二
行
二
段
。

刊
記
後
見
返
し
貼
付
の
奥
付
に
「
明
治
十
年
四
月
廿
一
二
日
版
権
免
許
／
同
年
六
月
廿
九
日
出
版
」
、
界
線
を
置
い
て
左
に
第
六
大
匝
八
小
巨
本
所

松
倉
町
二
丁
目
八
十
五
番
地
／
編
輯
人
時
京
酬
安
倍
為
任
／
第
一
大
医
六
小
匡
通
三
丁
目
一
番
地
／
出
版
人
胴
竹
川
藤
助
」
と
記
す
。
巻
頭
に
四
条
か
ら
成

る
「
凡
例
」
と
、
詮
類
本
州
、
食
物
本
草
1
博
物
志
、
坤
輿
圃
説
に
至
る
四
六
種
の
書
目
を
掲
げ
た
「
引
書
標
目
」
が
、
各
々
一
丁
宛
あ
る
。
な

お
、
凡
例
の
末
に
「
明
治
十
年
六
月
編
者
識
」
と
あ
り
。

本
書
の
項
目
数
は
試
算
に
よ
れ
ば
三
三
九
四
項
。
凡
例
に
「
園
字
ヲ
以
テ
匝
別
シ
、
又
各
部
ヲ
水
、
鎖
、
草
、
木
、
獣
、
禽
、
魚
、
介
、
轟
等
ヲ
九

品
ニ
匝
別
ナ
ス
」
あ
る
よ
う
に
、
イ
ロ
ハ
分
け
、
そ
れ
も
多
く
は
第
二
音
節
ま
で
を
考
慮
に
入
れ
て
配
列
し
、
そ
の
内
部
を
九
門
、
若
し
く
は
火
門

を
入
れ
た
一

O
門
（
三
ケ
所
、
他
に
「
水
火
」
一
）
に
分
け
て
い
る
。
水
谷
豊
文
の
原
著
と
重
な
る
項
目
多
い
が
、
「
カ
ラ
ノ
カ
シ
ラ
産
牛
梯
子

シ
ヤ
グ
マ

ニ
製
ス
ル
毛
、
舶
来
ス
、
コ
レ
ヲ
カ
ラ
ノ
カ
シ
ラ
ト
云
、
鰻
尾
ト
云
、
白
キ
モ
ノ
ヲ
白
鰻
ト
云
、
赤
キ
ヲ
紅
鰻
ト
云
」
（
加
・
獣
3
）
、
「
ボ
サ
ツ
イ
シ

菩
薩
石
和
産
未
詳
和
ニ
ボ
サ
ツ
イ
シ
ト
云
モ
ノ
ハ
、
能
登
鳳
至
郡
ボ
サ
ツ
谷
ニ
、
ボ
サ
ツ
イ
シ
ト
云
ア
リ
、
僧
ノ
衣
ヲ
着
ル
形
ノ
如
ク
ス
、

又
伊
吹
山
ニ
テ
長
石
ヲ
ボ
サ
ツ
イ
シ
ト
云
」
（
拾
遺
・
保
・
石
1
）
と
い
っ
た
原
著
に
あ
っ
た
註
や
、
カ
キ
（
柿
〉
に
ア
マ
ボ
シ
、
ツ
ル
シ
ガ
キ
以
下

一
七
種
、
タ
ケ
（
竹
）
に
ハ
チ
ク
、
マ
ダ
ケ
以
下
二

O
種
と
い
っ
た
具
合
に
、
見
出
し
に
関
わ
る
品
種
を
列
挙
し
て
あ
っ
た
部
分
は
全
て
削
除
し
て

21 
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い
る
。

中
本
一
冊
。
（
竪
一
八
、
横
一
一
一
糎
。
香
色
無
地
表
紙
。
題
筆
表
紙
左
肩
。
子
持
ち
枠
付
短
冊
形
白
紙
。
「
漢
語
字
林
大
成
橋
爪
貫
一
輯
全
」
。
堅
一

二
・
五
、
横
二
・
六
五
糎
。
前
見
返
し
桃
色
地
紙
を
子
持
ち
界
線
で
竪
に
三
ツ
割
り
。
中
央
に
「
漢
語
字
林
大
成
」
と
書
名
を
出
し
、
右
に
「
橋

爪
貫
一
輯
鰭
一
」
、
左
に
「
東
京
書
嘩
青
山
堂
護
免
」
。
上
欄
外
に
「
明
治
九
年
二
月
刻
」
と
右
か
ら
横
書
き
。
目
録
題
「
概
漢
語
字
林
大
成
目

次
」
（
末
に
同
じ
目
録
題
を
出
し
右
下
に
「
終
」
と
あ
り
）
。
内
題
「
財
漢
語
字
林
大
成
／
東
京
橋
爪
貫
一
編
輯
」
。
尾
題
書
名
は
同
じ
で
、
右
下

に
「
終
」
と
入
れ
る
。
柱
刻
白
口
。
上
黒
魚
尾
の
上
方
に
「
漢
語
大
成
」
、
下
に
「
序
」
、
「
目
次
」
、
或
は
本
文
部
分
オ
側
に
画
数
順
の
見
出
し
。

下
方
に

O
と
重
線
を
置
い
て
下
に
丁
付
。
丁
付
序
と
奥
付
に
は
ナ
シ
。
（
目
次
）
一

1
九
、
（
本
文
）
一

1
百
四
十
九
。
丁
数
二
ハ

O
丁
（
序
一
＋

目
次
九
＋
本
文
一
四
九
＋
奥
付
）
。
行
段
本
文
は
有
界
十
行
四
段
。
匡
郭
三
周
双
辺
。

刊
記
奥
付
オ
単
辺
匡
郭
内
に
、
「
明
治
九
年
二
月
十
四
日
／
版
権
免
許
定
債
五
十
銭
／
編
輯
者
東
京
措
服
組
佐
町
抽
番
地
／
橋
爪
貫
一
／
出
版
人

東
京
欄
削
諮
位
当
一
世
一
番
地
／
／
青
山
清
士
口
」
と
あ
り
、
ゥ
に
、
日
本
橋
通
二
丁
目
稲
田
佐
兵
衛
／
芝
宇
田
川
町
牧
野
吉
兵
衛
／
芝
口
一
丁
目
牧

野
善
兵
衛
／
浅
草
芽
町
二
丁
目
北
津
伊
八
／
横
山
町
二
丁
目
太
田
金
右
衛
門
／
神
田
須
田
町
太
田
勘
右
衛
門
／
横
山
町
一
丁
目
出
雲
寺

高
次
郎
／
大
惇
馬
町
二
丁
目
大
渓
平
兵
衛
／
下
谷
数
寄
屋
町
岡
村
圧
助
／
浅
草
清
島
町
山
崎
勝
蔵
／
湯
島
松
住
町
別
所
平
七
の
十
一
名

の
「
東
京
／
書
林
」
を
あ
げ
る
。

序
は
漢
文
体
。
末
に
「
明
治
八
年
十
二
月
念
八
日
、
常
陸
棲
老
加
藤
照
識
、
松
軽
棲
井
能
書
（
印
）
」
と
あ
り
。
本
文
は
画
引
、
頭
字
類
衆
の
熟
語
字

典
。
一
書
了
一
一
一
讃
叫
一
げ
れ
U
ヨ
ム

1
二
十
六
董
・
〔
欝
〕
鳴
け
け
れ
一
円
タ
ル
ま
で
。
試
算
に
よ
れ
ば
計
一
一
七
八

O
語。

因
に
現
在
で
も
「
州
」
か
「
川
」
か
、
或
は
ま
た
「
津
」
、
「
門
」
か
ら
か
等
と
揺
れ
て
い
る
「
つ
」
は
、
四
本
と
も
「
門
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
あ

た
り
の
状
況
を
、
幕
末
、
江
戸
の
亀
屋
文
蔵
・
文
次
郎
版
の
「
賊
九
字
以
白
波
」
は
、
そ
の
序
文
で
、
「

rに
七
ツ
い
ろ
は
と
い
ふ
も
の
、

T
概
あ
り

ひ

き

お

こ

な

は

い

づ

あ

や

ま

り

お

L

ど

う

も

う

－
T
め

晶

き

た

と

へ

と

う

り

や

く

も

ん

あ

る

い

て
久
し
く
行
る
と
い
へ
共
、
何
れ
も
誤
多
く
し
て
童
蒙
の
為
に
益
あ
ら
ず
、
嘗
ば
、
つ
の
字
は
門
の
暑
な
る
に
門
に
誤
た
ぐ
ひ
、
或
は
い

ち
が

ゐ
、
を
お
、
江
ゑ
の
か
な
違
ひ
等
、
か
ぞ
へ
あ
ぐ
る
に
蛇
あ
ら
ず
」
云
々
と
言
っ
て
い
る
。
東
都
文
江
堂
の
「
鯛
補
七
ツ
い
ろ
は
」
や
、
大
坂
天
満

屋
板
の
「
七
ツ
い
ろ
は
」
等
は
、
「
津
」
を
採
用
し
て
い
る
。

（

7
）
 

な
お
、
資
料
は
手
近
の
も
の
を
使
用
し
た
が
、
一
部
慶
藤
義
塾
図
書
館
や
国
会
図
書
館
所
蔵
本
を
参
照
し
た
。
小
野
向
志
氏
を
は
じ
め
、
閲
覧
に

際
し
御
世
話
頂
い
た
方
々
に
深
甚
の
謝
意
を
捧
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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